










まで、 「小説新潮」に連載された、全十章の短編連作集である。作者も言うように、アメリカの作家・アンダスンの『ワインズバーグ・オハイオ』に影響を受けている。特に、 『ワインズバーグ・オハイオ』の持つ「グロテスク」さの影響が、 「夢見通りの人々」の前半に見られる。しかし その後は宮本の言うように「グロテスク さを離れ、 「私流」になっていく。　
本稿では、 「夢見通りの人々」の一章および二章に注目して 主









































































































































































































て、店と客の関係―例えば、春太と中華料理屋の主人・ワンさん、スナック・シャレードと客たちなど―や、何らかの出来事で生じた関係―例えば、トミと春太（二章） 、 茂木（五 ）など―や、また、住民たちの恋愛関係―春太と光子 そして竜一、哲太郎と理恵、奈津とげいやんなど―が作中に描かれる。
二
宮本　輝「夢見通りの人々」論














































































　「腐った街の風だ」などの春太の感覚は、潔癖さや繊細さというよりも、彼の弱さを表してい 。このよう の弱さ 紹介から作品は始まる。　続いて、地下鉄の駅から夢見通りに帰って来た彼は、前節で紹介
四
宮本　輝「夢見通りの人々」論











































































そして、彼がめざす詩は、 「ここ数年、 壇の世界でもてはや れ、有名な賞を取っている詩人たちの 晦渋で無味乾燥な作品」 （
10）




















これは第七章で哲太郎の言う、 「あんなふう して待ってる女に手を出せへんやつはアホやないか。欲しがってるときに、欲しがっているものをさっと与えるっちゅうのは 大きな愛情や」 （
161）の考















































































































































































何を与えられたのだろうか。彼 トミの最後の幸福、自分（春太）が与えた幸福を知ら い。彼は、自分の優しさが他者に与える効果を知ることなく、そ による彼の心情的成長は先送りさ だが、彼の優しさは住民たちの信頼を得て、シリーズ後半（六章や九章）で発揮され、他者を、作品を動かしていく。　
以上見てきたように、作品の一章は、グロテクスさを持つ夢見通
りの住民たちを紹介し、この世界の特異さを予告し に関わる春太の内面―弱さ・単純さ・真面目さなど― 描く そして二章で、死に行くトミとの交流 中心として、春太 優し （人間的魅力）を描き、アンダースンの小説世界とは違う、宮本流 作品 始まりを告げる。
（
6）
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